
　○交付申請書（様式第１号）
　○事業計画書（様式第２号）
　○収支予算書（様式第３号）
　○出場者名簿（様式第４号）
　○預金口座振込依頼書
　○証拠書類

　〇交付決定通知書（様式第５号）

　〇実績報告書（様式第６号）
　〇成果報告書（様式第７号）
　〇収支決算書（様式第８号）
　○証拠書類

　〇交付額確定通知書（様式第９号）

担当　川越市文化スポーツ部スポーツ振興課　
電話　２２４－６０９４(直通）

※交付が決定された場合、本通知書が届く。
　届いてから約３週間後に指定口座に振り込まれる。

※全国大会等が終了した日の翌日から３０日以内に
　川越市役所スポーツ振興課へ提出する。

※本通知書が届けば手続き終了。
　ただし、大会中止や当日欠席があった場合など
　返金を要する場合は、市へ返金する。
（返金方法は別途案内）

※　補助対象は市内在住または在学の学生に限る

令和××年度
川越市全国大会選手派遣費補助事業補助金

申　請　書　類

＜補助金申請手続きのながれ＞

※全国大会等が開催される７日前までに
　川越市役所スポーツ振興課へ提出する。



様式第１号（第５条関係）

令和××年　８月　１日　　

　　　川　越　市　長　　様

　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　住所（所在地）　川越市小江戸１－１

　　　　　　　　　　　氏名（名　称）　小江戸バレーボールクラブ

　　　　　　　　　　　　　（代表者名）川越 太郎

　下記により令和××年度全国大会選手派遣費補助事業補助金の交付を受けたいので、川

越市補助金等の交付手続等に関する規則第４条の規定により関係書類を添えて申請します。

　全国スポーツ大会２０×× バレーボール(９人制)競技

　別紙収支予算書のとおり

　令和××年　９月１８日

　金　５０，０００円

　１　事業計画書

　２　収支予算書

　３　大会出場者名簿

　４　県予選大会結果表

　５　大会開催要項

交付を受けようと
する補助金の額
及びその算出基礎

添 付 書 類

＜様式第１号　記入例＞

令和××年度全国大会選手派遣費補助事業補助金交付申請書

記

補助事業対象の
大 会 名

補 助 事 業 の
経 費 の 配 分

補 助 事 業 の
完 了 予 定 期 日

「実際にかかる補助対象経費」と「5,000円に選手等の
人数を乗じた額」を比べて、低い方の額を記入
※ただし50,000円が上限

県予選会等を経て、全国大会への出場が
決まったことが分かる証拠書類を必ず添付。
※予選会の試合結果が記載されたものや
賞状の写し等。協会の推薦で出場する
場合は、その推薦書の写しを添付。

帰ってくる予定の日を記入

全国大会開催日の７日前までに申請する

学校申請：（名称）学校名、（代表）学校長名

チーム申請：（名称）チーム名、（代表）監督等代表者名

個人申請：（名称）記入なし、（代表）保護者名

様式２号

様式４号

様式３号

該当する全国大会は、原則として日本スポーツ協会に加盟している団体
（全日本軟式野球連盟、日本卓球協会等）が主催する大会に限る

補助対象となる全国大会の開催要項を必ず添付。
※全国大会の日時、会場、主催・共催団体が
記載されているもの。
プログラムの写しやホームページの案内等。



様式第２号（第５条関係）

　　　　　　　申請者

　　　　　　　　氏名（名　称）　　小江戸バレーボールクラブ

    　　　　　　　　（代表者名）　川越 太郎

期日　　　　　　令和××年９月２０日（金）～２３日（月）

会場　　　　　　高知県立春野総合運動公園体育館（高知市）他

大会出場人数　　１５名

　　（内訳）　選手　１２名

出場方法・・・県予選会経過・・・別紙

　　　　・・・県の推薦等

その他

　各都道府県予選を勝ち抜いた４７チームで優勝を争う。

共催・後援等　　文部科学省、(公益財団法人)日本オリンピック委員会、NHK共同通信社

　全国大会に出場するための経済的負担が減り、競技への意欲が
　一層高まる。

補助事業の効果

摘　　　　　要

＜様式第２号　記入例＞

事　　　業　　　計　　　画　　　書

申請者の営む
　自営業

主な事業

補
助
事
業
の
計
画
の
概
要

主催　　　　　　　　　(公益財団法人)日本体育協会、高知県、(公益財団法人)高知県体育協会、(公益財団法人)日本バレーボール協会、高知市

出場する全国大会の内容が分かるように
できるだけ詳しく記入する

補助金をもらうことで、どのようなプラスの
効果があるかを記入する

申請者の職業（職種）を記入

該当する方を○で囲む

体育館名やグラウンド名まで
記入する

内訳は補助金対象人数を記入



様式第３号（第５条関係）

申請者

　　氏名（名　称）　　小江戸バレーボールクラブ

　　　　（代表者名）　川越 太郎

金　　　額 説　　　　　　　明

市補助金 ５０，０００円 　5,000円×10名

クラブ補助金 １００，０００円 　小江戸バレーボールクラブより

自己負担 ３８６，０００円

合　　　　　計 ５３６，０００円

参加費 ３６，０００円 　3,000円×12名 ※選手１人につき3,000円

旅費 ３６０，０００円 　30,000円×12名 ※川越～草津(滋賀県)

宿泊費 １２０，０００円 　10,000円×12名

ボール代 ２０，０００円 　5,000円×4個

合　　　　　計 ５３６，０００円

＜様式第３号　記入例＞

収　　　支　　　予　　　算　　　書

項　　　　　　目

収
　
　
　
　
　
　
入

支
　
　
　
　
　
　
出

摘                 要

※予算なので、収入合計と支出合計は同額にする

派遣費補助金なので、旅費と宿泊費が主な支出になる。
その他の対象経費としては、参加費やスポーツ用具購入費などが該当する。



様式第４号（第５条関係）

　　　　　申請者

　　　　　　　氏名（名　　称）　小江戸バレーボールクラブ

　　　　　　　　　（代表者名）　川越　太郎

役　職 氏　　　名 住　　　　　所 学校名 学校所在地

選  手 佐藤　一郎 川越市小江戸１－１ 小江戸学校 川越市小江戸１－１２

選  手 鈴木　二郎 川越市小江戸１－２ 小江戸学校 川越市小江戸１－１２

選  手 高橋　三子 川越市小江戸１－３ 小江戸学校 川越市小江戸１－１２

選  手 田中　四郎 川越市小江戸１－４ 小江戸学校 川越市小江戸１－１２

選  手 渡辺　五郎 川越市小江戸１－５ 小江戸学校 川越市小江戸１－１２

選  手 伊藤　六郎 川越市小江戸１－６ 小江戸学校 川越市小江戸１－１２

選  手 山本　七郎 川越市小江戸１－７ 小江戸学校 川越市小江戸１－１２

選  手 中村　八郎 川越市小江戸１－８ 小江戸学校 川越市小江戸１－１２

選  手 小林　九郎 川越市小江戸１－９ 小江戸学校 川越市小江戸１－１２

選  手 加藤　十郎 川越市小江戸１－１０ 小江戸学校 川越市小江戸１－１２

選  手 吉田　一男 川越市小江戸１－１１ 小江戸学校 川越市小江戸１－１２

選  手 山田　二男 鶴ヶ島市最中１－１ 小江戸学校 川越市小江戸１－１２

選  手

選  手

選  手

選  手

選  手

選  手

選  手

選  手

＜様式第４号　記入例＞

出　　　場　　　者　　　名　　　簿

※ 市内在住または在学者であることが分かるように
記入。

※ 市内在住・在学以外の方は該当しない。
その方が在住・在学する市町村へ申請してもらう。

※ 学生（小学生～大学生）以外は対象外。



（提出先）

　川越市会計管理者

住　所（所在地）　川越市小江戸１－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　名（名　称）　小江戸バレーボールクラブ　　　　　　　  　　                                                        　　　　　　　　　　　　　　　

　　（代表者名）  代表　川越　太郎

        (０９０−００００−００００

　

　　　　　　　　　　　銀　　行　　　　　　　　　　　　　本

　　　　小江戸　　　 信用金庫　　　　　川越　 　 　　　　　店

　　　　　　　　　　　農　　協　　　　　　　　　　　　　支

預金種別 普通　・　当座 口座番号 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６

フリガナ　　コエドバレーボールクラブ　カワゴエ タロウ

＜記入上の注意＞

◎金融機関について

　　　・ゆうちょ銀行への振込は、振込専用の店名・口座番号が必要です。

　　◎預金種別について

　　　・積立預金等には振込できません。

　　◎口座名義について

　　　・通帳に書いてあるとおりに記入してください。

　　　※名義は略さず正確に、フリガナも忘れずに記入してください。

口座名義
小江戸バレーボールクラブ　川越 太郎

＜口座振込依頼書　記入例＞
令和××年　８月　１日　

預金口座振込依頼書

　    今後、当方において川越市から受ける全国大会選手派遣費補助事業補助金の支払金は、
      下記に振り込まれたく依頼いたします。

記

金融機関名

チームで出場する場合、チームまたは代表者の口座を記入する
（学校の場合は学校の口座、個人の場合は申請者の口座）

代表者の肩書きを記入
（校長・監督・代表など）



様式第６号（第８条関係）

令和××年　９月２０日　

　川 越 市 長  様

　　　                  申請者

　　　　　                  住所　　　　　  　川越市小江戸１－１

　　　　　                  氏名(名  称)　  　小江戸バレーボールクラブ

　　　　　　　                  (代表者名)　　代表　川越　太郎

　令和××年８月１０日付け　川ス収第 １２３ 号で補助金の交付決定の通知を受けた

令和××年度全国大会選手派遣費補助事業が完了したので、川越市補助金等の交付手続等

に関する規則第１３条の規定により、関係書類を添えて下記のとおり報告します。

　着手　　　令和××年　９月１５日

　完了　　　令和××年　９月１６日

　１　補助事業成果報告書

　２　収支決算書

　３　全国大会結果表

　４

＜様式第６号　記入例＞

令和××年度全国大会選手派遣費補助事業実績報告書

記

補助金交付決定金
額

　金　　　　　５０，０００　円

補助金の既交付額 　金　　　　　５０，０００　円

添 付 書 類

補助事業の実施時
期

補 助 事 業 の 成 果 　別紙補助事業成果報告書及び収支決算書のとおり

様式第５号（交付決定通知書）に
記載されていた日付と番号を記入する

全国大会が終了した日の翌日より３０日以内の日付で報告する

様式第７号

様式第８号

全国大会へ行ってきたことが分かる証拠書類を
必ず添付すること。全国大会のプログラムに
試合結果を記載したものなどでよい。

全国大会へ行ってきた日と
帰ってきた日を記入

様式第５号（交付決定通知書）に
記載されている金額を記入する 指定口座に振り込まれた金額を記入する



様式第７号（第８条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（名　称） 　小江戸バレーボールクラブ

　　                                     (代表者名） 代表　川越　太郎

大会名　　　　　　全国スポーツ大会２０×× バレーボール(９人制)競技

出場選手(チーム名)

　小江戸バレーボールクラブ　選手１２名

  佐藤一郎、鈴木二郎、高橋三子、田中四郎、渡辺五郎、伊藤六郎、山本七郎、

　中村八郎、小林九郎、加藤十郎、吉田一男、山田二男

大会成績

　予選グループ戦敗退、決勝トーナメント戦進出ならず。

　　９月１５日（日）草津市立総合体育館　ＶＳ京都マスターズ（１回戦）

　　第１セット１５－２１、第２セット１８－２１　セットカウント０－２で敗退

　　９月１５日（日）草津市立総合体育館　ＶＳ山形マイウェイズ（敗者復活１回戦）

　　第１セット２１－２３、第２セット１９－２１　セットカウント０－２で敗退

大会出場による成果

　全国大会へ出場するための経済的負担が減り、競技への意欲がますます高まった。

＜様式第７号　記入例＞

補　助　事　業　成　果　報　告　書

補
　
　
助
　
　
事
　
　
業
　
　
の
　
　
成
　
　
果

出場した選手の人数と氏名を記入する

できるだけ詳しく記入する

補助金をもらって、どのようなプラスの効果が
あったのかを記入する



様式第８号（第８条関係）

     申請者

         氏名（名　称）　　小江戸バレーボールクラブ

              (代表者名）　川越　太郎

金   額 説            明

市補助金 ５０，０００円 　5,000円×10名

クラブ補助金 １００，０００円 　小江戸バレーボールクラブより

収 自己負担 ３５８，６８０円

入

合        計 ５０８，６８０円

参加費 ３６，０００円 　3,000円×12名　※選手１人につき3,000円

旅費 ３４９，６８０円 　29,140円×12名 ※川越～草津(滋賀県)

支 宿泊費 １０２，０００円 　8,500円×12名　※１泊２食

ボール代 ２１，０００円 　5,250円×4個

出

合        計 ５０８，６８０円

＜様式第８号　記入例＞

収    支    決    算    書

項          目

摘          　　　要

領収書の添付は要しないが、できるだけ詳しく記入する

※決算なので、収入合計と支出合計は同額にする



川越市全国大会選手派遣費補助事業補助金交付要綱 
 （趣旨） 
第１条 この要綱は、本市におけるスポーツの振興を図るため、全国大会以上の大会へ

出場する選手等に対し、予算の範囲内で補助金を交付することについて、必要な事項

を定めるものとする。 
２ 前項の補助金の交付に関しては、川越市補助金等の交付手続等に関する規則（昭和

５４年規則第９号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、この要綱の定めると

ころによる。 
 （定義） 
第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところ

による。 
⑴  全国大会以上の大会 別表に掲げる団体又はその上部団体が開催する運動競技

大会で、都道府県大会等を経て選出された選手が参加するものをいう。 
 ⑵ 選手等 全国大会以上の大会に出場登録されている大学生、高校生、中学生又は

小学生の選手で次の各号のいずれかに該当する者をいう。 
  ア 市内に住所を有する者 
  イ 市内の事務所又は事業所に勤務する者 
  ウ 市内の学校に在学する者 
 （補助対象経費） 
第３条 補助金の交付の対象となる経費は、選手等が一の全国大会以上の大会へ出場す

る際に要する参加費、旅費、宿泊費、通信運搬費、スポーツ用具購入費その他の経

費のうち、市長が認めた経費をいう。 
 （補助額） 
第４条 補助額は、前条の補助対象の経費の額又は選手等の人数に５，０００円を乗じ

た額のいずれか低い額とし、５０，０００円を限度とする。 
 （申請書の様式等） 
第５条 規則第４条第１項の申請書の様式は、様式第１号のとおりとする。 
２ 前項の申請書には、事業計画書（様式第２号）、収支予算書（様式第３号）及び出場

者名簿（様式第４号）を添付しなければならない。 
３ 前２項の申請書等の提出期限は、選手等が出場する全国大会以上の大会が開催され

る日の７日前とする。ただし、市長が特に必要と認めたときは、この限りでない。 
４ 規則第４条第２項各号に掲げる事項に係る書類の添付は要しない。 

（交付決定通知書の様式） 
第６条 規則第７条第１項の交付決定通知書の様式は、様式第５号のとおりとする。 
 （状況の報告） 
第７条 規則第４条の規定により補助金の交付の申請をした選手等は、市長の要求があ

ったときは、全国大会以上の大会の出場に関する事項について、当該要求に係る事項

を書面で市長に報告しなければならない。 



（報告書の様式等） 
第８条 規則第１３条の報告書の様式は、様式第６号のとおりとする。 
２ 前項の報告書には、成果報告書（様式第７号）及び収支決算書（様式第８号）を添

付しなければならない。 
 （報告書の提出期限） 
３ 前２項の報告書等の提出期限は、全国大会以上の大会の出場種目が終了した日の翌

日から起算して３０日以内とする。 
（確定通知書） 

第９条 規則第１４条の規定により補助金の額を確定し、通知するときは、様式第９号

によるものとする。 
（書類の整備等） 

第 10 条 規則第４条の規定により補助金の交付の申請をした選手等は、全国大会以上の

大会への出場に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、かつ、当該収入及び支

出についての証拠書類を整備保管しておかなければならない。 
２ 前項に規定する帳簿及び証拠書類は、全国大会以上の大会の出場種目が終了した日

の属する会計年度の翌会計年度から５年間保管しなければならない。 
 （その他） 
第 11 条 この要綱の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 
   附 則 
 この要綱は、決裁の日から施行し、平成９年度の補助金の申請から適用する。 
   附 則 
 この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 
   附 則 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 
  附 則 
この要綱は、令和２年５月２３日から施行する。 
  附 則 
この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 
 
別表（第２条関係） 

⑴ 公益財団法人日本スポーツ協会及び当該法人に加盟している団体 
⑵ 各都道府県スポーツ協会及び体育協会 
⑶ 全国高等学校体育連盟 
⑷ 財団法人全国中学校体育連盟 
⑸ 全国高等学校野球連盟 
⑹ 日本オリンピック委員会 
⑺ 前各号に掲げるもののほか、市長が適当と認めた団体 


